
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全体計画整備能力 

（ ／ｓ） 

Ｈ20 年度末整備状況 

（ ／ｓ） 

整備率 

（％） 

安威川流域下水道 230 224 97

大阪市 8 8 100

豊中市 126 122 97

吹田市 107 66 62

茨木市 65 63 97

合計 536 483 90

淀川右岸流域下水道

高槻処理場 

茨木市 
安威ポンプ場 

安威川流域下水道

摂津ポンプ場 

茨木市 
大池ポンプ場

安威川流域下水道

味舌ポンプ場 

安威川流域下水道 
中央処理場 

大阪市 
井高野抽水所 

大阪市 
相川抽水所 

淀川右岸流域下水道

安威川左岸ポンプ場

安威川流域下水道

岸部ポンプ場 

吹田市 
川園ポンプ場

吹田市 
川面処理場

大阪市 
国次抽水所

豊中市 
利倉ポンプ場

豊中市 
庄内処理場

豊中市 
小曽根第二ポンプ場

吹田市 
南吹田処理場

大阪市 
十八条処理場

 
凡 例 

      神崎川ブロック 

      分割流域界 

      内水流域 

      外水流域 

      基準点 

      ポンプ場 

      市のポンプ場・抽水所 

○○市 
○○ポンプ場 

○○府 
○○ポンプ場 

○○流域下水道

○○ポンプ場 

下水道ポンプ整備（雨水排除） 

下水道ポンプの整備状況  
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■利水容量の決定フロー 

 （利水計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．水文資料の収集・整理 

２．河川利用現況と 

必要流量の把握 

６） 維持流量 

７） 水利流量 

５．水道補給量の設定 

４．正常流量の決定 

３．基準点の設定 

６．貯水池使用計画の策定 

現行計画の利水容量について 
１．水文資料の収集・整理 

・安威川流域の雨量、河川流量等データを収集・整理し、現況を把握 

・10 ヵ年第 1 位相当（20 年では第 2 位、30 年では第 3 位）の渇水年を算定するため、10 年単

位でできるだけ長期間の実測資料が必要 

・安威川では近年 20 年間（S60～H16）で検討 

 （参考）雨量観測所：流域内と近傍に９箇所、水位観測所：安威川水系内 8 地点、うち本川 5 地点。常時流量観測しているのは桑原橋、千歳橋、

中河原橋の 3 地点で、流量資料が得られるのは S54 年以降の 26 年 

２．１）維持流量 

・「動植物の保護」「水質の保全」「河道利用状況」等の観点から渇水時にも維持すべき流量を把握 

・安威川では、 

 ①動植物の生息地又は生息地の状況：「アユ」「カワヨシノボリ」「オイカワ」「ニゴイ」 

②漁業：「アユ」（漁業権設定されており、①に含めて検討） 

③景観：橋梁からの視点 

④流水の清潔の保持：環境基準値（BOD） 

（参考）他に検討項目として、舟運、塩害の防止、河口閉塞の防止、河川管理施設の保護、地下水位の維持等、観光、人と河川の豊かなふれあい

確保がある。参考文献：「正常流量検討の手引き（案）（H13.７国土交通省） 

２．２）水利流量（農業用水） 

・水利用実態として河川からの取水量を把握。安威川では農業用水が該当 

・安威川は 5～9 月の間、茨木市の灌漑用水源として広く利用されている。 

・現況の灌漑面積は約８５ha 

３．基準点の設定 

・「ダム地点」のほかに「千歳橋地点」を設定 

 （参考）基準点の条件は①大きな取水地点②支川の合流地点または分派③新規取水地点であると同時に観測所の位置。 

     千歳橋地点は、これらをまとめて管理できる地点であることから基準点に設定。 

４．正常流量の設定 

・基準地点について、維持流量・水利流量の双方を満足する流量を正常流量として設定。 

 

 地点名 ダム地点 千歳橋地点 

灌漑期（最大） 概ね 0.8  ／ｓ 概ね 0.7  ／ｓ 
必要な流量 

非灌漑期（最大） 概ね 0.2  ／ｓ 概ね 0.6  ／ｓ 

５．水道補給量の設定 

・ダム地点で、日量 1 万 を供給 

６．貯水池使用計画の策定 

・10 年に 1 回程度の渇水に対して、正常流量を確保できるように、必要容量を算定。 

【結果】利水容量＝不特定容量 ＋ 水道容量 ＝１４０万  ＋ １００万  ＝２４０万 

◆不特定容量とダムの利水容量について 

■ダムの利水容量とは 

 ○ 不特定容量と新規開発容量（水道）からなる。 

■不特定容量とは 

○ 流水の正常な機能を維持するために必要な流量（正常

流量）を貯留する容量 

○ 正常流量とは、動植物の生息環境・景観・流水の清潔

さ等を保持するための流量（維持流量）と農業用水のた

めの流量（水利流量）とをあわせた流量。 

 ○ ダムでは、10 年に 1 度発生すると考えられる渇水時

にも対応できるよう計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■正常流量の法的位置づけ 

○河川法第 1 条（目的） 

 この法律は、河川について、洪水、高潮等による災害が

防止され、河川が適正に利用され、流水の正常な機能が維

持され、及び河川環境の整備と保全がされるようにこれを

総合的に管理することにより（以下、省略） 

 

○河川法第 3 条第二項（河川管理施設） 

 この法律において「河川管理施設」とは、ダム、堰、水

門、堤防、護岸、床止め、樹林帯その他河川の流水によっ

て生ずる公利を増進し、又は公害を除去し、若しくは軽減

する効用を有する施設をいう。 
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安威川ダム自然環境保全マスタープラン（概要） 

  安威川ダム自然環境保全へ向けての基本的な考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

58



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

59


